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生成ＡＩを試験導入します 
 

 県では、生成ＡＩの業務利用について、効果や課題を検証するため、試験的に導入する

こととしましたので、お知らせします。 

 

記 

 

１ 開始日 

    令和６年１月１９日（金） 

※試験導入の期間については、現時点で未定 

   

２ 利用する生成ＡＩサービス 

  Microsoft Copilot（旧名称：Bing Chat Enterprise）（Microsoft社） 

 

３ 参加職員 

  各部局主管課、デジタル推進局等の職員 約４００名 

 

４ 想定される主な利用業務 

  文案作成、文章の要約、アイデア出し、翻訳、プログラム作成など 

 

５ 利用にあたってのガイドラインについて 

職員が業務で生成ＡＩを利用するにあたって留意すべき事項や手続きを定めた  

「生成ＡＩの業務利用におけるガイドライン（試行版）」を作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ その他 

参加職員が業務で生成ＡＩを利用した場合、効果や課題に関するアンケートに回答 

令和６年１月１６日（火） 岐阜県発表資料 

担 当 課 担 当 係 担 当 者 電話番号 

デジタル 

戦略推進課 

デジタル政策調整監 

政策調整係 

桑原 

西脇 

内線 2714 

直通 058-272-8153 

F A X 058-278-2596 

＜ガイドラインのポイント＞ 

１ 基本的な姿勢 

（１）生成ＡＩは業務を補助するツール（道具）として利用する。 

（２）デジタル推進局が指定するサービスで生成ＡＩを利用する。 

２ 利用にあたってのルール 

（１）個人情報、機密情報等は入力しない。 

（２）生成ＡＩが生成した回答の根拠や裏付けを自ら確認する。 

（３）著作権等の権利を侵害していないかを確認する。 

３ 利用にあたっての手続き等 

（１）利用ごとに所属長の承認を得るとともに初回利用時までに研修を受講する。 

（２）情報セキュリティポリシー及び他の法令等を遵守する。 

（３）所属長は適正な利用となるよう指導・監督に努める。 


